
STM32G0 - VREFBUF
電圧リファレンス･バッファ

レビジョン 1.0

STM32G0 電圧リファレンスバッファのプレゼンテーションへよ
うこそ。ここでは、オンチップ基準電圧を生成するブロックの主
な機能について説明します。
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STM32G0

概要 2

• アナログ基準電圧を供給
• ADC/DAC用2.5/2.048Vの基準電圧

• 基準電圧を供給し、低静止電流で最大4mAの外部
負荷をサポート

• 外部基準電圧ICは不要

• オンチップVREFジェネレータがVDDAに依存しない基準
電圧を供給する

アプリケーション側の利点
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出荷時およびユー
ザによるトリミング

STM32G0 マイクロコントローラに内蔵されている VREF バッ
ファは、A/D コンバータと D/A コンバータの両方で使用するた
めに、内部バンドギャップ・リファレンスに基づく安定した電圧を
供給します。出力電圧は、2.5 V または 2.048 V にプログラム
可能であり、最大 4 mA の外部負荷もサポートできます。内部
VREF バッファを使用する場合、外付けのバルクコンデンサと
バイパスコンデンサが必要です。
このオンチップ基準電圧により、高価な外部スタンドアロン基
準電圧 IC が不要になるというメリットがアプリケーションにもた
らされます。スペースに制約のあるシステムの場合、基準電圧
としてアナログ電源を使用するのが一般的です。その代わりに
この VREF バッファを使用することで、たとえばバッテリ出力
から VDDA 電源が供給される場合など、アナログ電源が変動
する場合でも安定した電圧を生成できます。
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機能 (1/2) 3

• 2つの電圧をサポートし、VREF_CSRレジスタのVRSビットで制御
• VREFBUF_OUT1 ~= 2 .048V （VDDA ≥ 2.4V である必要がある）

• VREFBUF_OUT1 ~= 2 .5V （VDDA ≥ 2.8V である必要がある）

• 内部基準電圧はVREF+ ピンに出力される
• 電流負荷は最大4mA （消費電流 < 50µA）

• VREF+ピンに外付けコンデンサが必要

• すべてのパッケージで使用できるわけではない（VREF+はVDDAとダブル・
ボンディングされている）

• 出荷時およびユーザによる較正

2 つの基準電圧値を選択できます。2.5 V を選択する場合は
VDDA ≥ 2.8 V である必要があります。
VREF+ ピンは 4 mA （最大）を供給できます。この場合、
VDDA からの VREFBUF 消費電流は 50 µA です。
電圧は外付けコンデンサで保持されます。
VREF+ ピンがパッケージの VDDA ピンとダブル・ボンディン
グされている場合、電圧基準バッファは使用できず、無効のま
まにする必要があります（各パッケージのピン配置の詳細につ
いては、データシートを参照）。
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機能 (2/2) 4

• VREF_CSRのENVRビットとHIZビットによる設定

• 出力が定義済みの値に達すると VRR ビットがセットされる

ENVR HIZ 設定

0 0 VREFバッファオフ
VREF+ピンがVSSAまでプルダウン

0 1 外部電圧基準モード（デフォルト）：
• VREFバッファオフ
• VREF+ピンはフローティング

1 0 内部電圧基準モード
• VREFバッファオン
• VREF+ピンがVREFバッファ出力に接続

1 1 ホールド･モード：
• VREFバッファオン
• VREF+ピンはフローティング電圧は外付けコンデンサで保持

内部電圧基準は ENVR ビットおよび HIZ ビットの設定に応じ
て 4 つの個別モードに設定できます。
VREFBUF_CSR レジスタの ENVR ビットをセットして HIZ 
ビットをクリアすることで VREFBUF バッファを有効化した後、
ユーザは電圧基準出力が期待値に達したことを示す VRR 
ビットがセットされるまで待つ必要があります。
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低消費電力モード

モード 説明

RUN アクティブ

SLEEP アクティブ

低消費電力RUN アクティブ

低消費電力
SLEEP アクティブ

STOP 0/STOP 1 アクティブ

STANDBY パワーダウン。ペリフェラルは、STANDBYモード終了後に再初期化する必要がある。
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VREF バッファは、RUN、SLEEP、低消費電力 RUN、低消費
電力 SLEEP、STOP 0、および STOP 1 の各電力モードでア
クティブです。
STANDBY モードと SHUTDOWN モードでは、VREF バッファ
はパワーダウンされ、それらのモードからウェイクアップした後
に再度初期化する必要があります。
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性能 6

記号 状態 標準 単位

VDDA

VREF = 2.048 2.4～3.6 V

VREF = 2.5 2.8～3.6 V

VREF_OUT_ERROR VREF = 2.048 -2/+1 mV

VREF = 2.5 -2/+2 mV

ILOAD 最大負荷電流 4 mA

IVDDA

ILOAD = 0 µA 16 µA

ILOAD = 500 µA 18 µA

ILOAD = 4 mA 35 µA

PSRR DC 60 dB

tSTART CLOAD = 1.1 µF 500 µs

スライドの表に、VREF バッファの性能パラメータを示します。
VREF バッファは、2.048 V 出力の場合は 2.4～3.6 V、2.5 V 
出力の場合は 2.8～3.6 V で動作できます。出力電流が 4 mA 
であっても、静止電流はわずかです。VREF バッファは、使用
しない場合は無効にすることができます。再度有効にすると、
500 µs 後に再び使用可能になります。
電源電圧変動除去比は 60 dB です。
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関連ペリフェラル

• 詳細については、次のペリフェラルにリンクされているこれらのトレーニング
を参照：

• A/Dコンバータ（ADC）

• D/Aコンバータ（DAC）
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STM32G0 の A/D コンバータと D/A コンバータは、この
VREF バッファ出力を使用します。詳細については、これらの
ペリフェラルのトレーニングモジュールを参照してください。
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